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“市民が考える総合計画”策定に向けて　まちづくり座談会を開催

ねんりんピック２
ふ れ 愛

０１１熊本
ボウリング交流大会リハー
サル大会を開催

市長と話そう！“市民ふれあい座談会”をスタート

市出身者がスポーツで大活躍！

宇土市商工会が創立50周年

　総合計画とは、市の最上位計画であり、新
たなまちづくりの指針となるものです。市で
は、第 5次総合計画策定にあたり、総合計画
の根幹となる基本構想の作成段階から市民の
皆さんの声を取り入れるため、市民アンケー
トやまちづくり座談会などを実施しました。
　12 月議会での議決を経て、来年 4 月から
新しい第 5次総合計画がスタートする予定で
す。

　11 月、宇土パスカワールドでねんりんピッ
ク2

ふ れ 愛

011 熊本ボウリング交流大会リハーサ
ル大会が開催され、14 歳から 80 歳までの
112 人が参加。仲間や観客からの声援を受け
ながら、白熱したゲームを展開しました。
　「ねんりんピック」とは、60 歳以上の皆さ
んを中心とした、スポーツや文化、健康につ
いてのさまざまなイベントが開催される大会
のことで、来年10月 15日から 18日にかけて
県内9市4町で第 24回全国健康福祉祭くま
もと大会（ねんりんピック）が開催されます。

　10月から、市政に対する提案などをテーマに、市長と直接会って意見交換ができる”市長と話そう！市民ふれあ
い座談会”をスタートしました。各行政区や団体、企業など（おおむね10人以上）の要望に応じて開催しています。

　毎年、県内で数多く優勝を果たし全国大会な
どで活躍している宇土市のスポーツ選手。今年
は、サッカーでU－ 17 日本代表として大津高
校1年の植田直通選手（笹原町）が活躍。また、
1月の全国高校サッカー選手権では、ルーテル
学院高校の山本大貴選手（現在、駒澤大学1年）
が得点王に輝きました。その他の競技でも、多
くの全国大会や九州大会で市出身者が上位入賞
するなど大活躍しました。
　また、市民総スポーツ参加を目指して平成 13
年に設立されたNPO法人うとスポーツクラブ
が 10 周年を迎え、10 月に記念事業が開催され
ました。

　11 月、宇土市商工会の創立 50 周年記念式典が
開催され、会員や市内関係団体ら約 700 人が参
加しました。商工会では昭和 35 年の設立以来、
半世紀にわたり地域商業工業の振興・発展に貢
献。現在も宇土の町を元気にしようと、世界の
紫陽花で街づくり事業やうと 100 円商店街・飛
躍縁祭、産業祭などさまざまな事業に取り組ん
でおり、式典では歴史を振り返り、さらなる飛
躍を誓いました。

平成 22 年も残すところあと半月。皆さんはこの一年、
どんなことがありましたか。ここでは、今年の市の出
来事を振り返り、主なものを紹介します。ニュース
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日本合成化学工業（株）が液晶フィルム工場を増設

宇土の玄関口　新しい顔へ　宇土駅周辺地区整備事業が完了

元松茂樹新市長が誕生１８人の新議員が誕生

民間の力を活用
県内で初めて監査委員を公募

　9月、日本合成化学工業（株）熊本工場（築籠町）で液
晶関連フィルム工場増設の起工式が行われました。
　同工場では、世界に 2社のみ製造できる最先端の技術
を駆使した液晶関連フィルム素材（液晶ディスプレーに
使う偏光フィルム素材「光学用ポリビニルアルコールフィ
ルム」）を製造しており、今後も液晶テレビの大型化や世
界的な需要拡大が見込まれることから、工場増設に着手。
年間 1,500 万㎡の生産量を目指しており、平成 24 年１月
に完成予定です。

　昨年11月に供用開始したＪＲ宇土駅東西を結ぶ自由
通路や国道 3号からのアクセス道として整備した都市計
画道路に加え、3月には西口広場などのすべての宇土駅
周辺地区整備事業が完了しました。これにより、駅東側
の新しい玄関口づくりや宇土駅本町線を含めた駅西側の
玄関口の再生が図られました。
　駅東西の広場には、新たに送迎用の駐車場やモニュメ
ント、観光案内版などが整備され、東口広場には、国道
3号の路線バス（空港バスを除く）が乗入を開始してい
ます。

　4 月、任期満了に伴う宇土市長選挙が
行われ、元松茂樹新市長が誕生。宇土市
長としては、第 5 代市長となりました。
新たな市政のかじ取り役として、元気の
ある宇土市づくりの先頭に立ちます。

　10 月、任期満了に伴う宇土市議会議員一般選挙
が行われ、18 人（現職 10 人、元職 2人、新人 6人）
の新議員が誕生しました。今回の選挙には 22 人が
立候補し、各候補者ともに懸命の選挙戦を展開。議
長には堀内千秋議員が、副議長には西山宗孝議員が
就任しました。

　行政運営の透明性を図る目的で、市監査委員
について県内で初めて公募を実施。9 月、議会
の同意を得て尾沢安治郎さんが就任。
　また、民間企業のノウハウを行政運営に取り
入れるため、広報 PR アドバイザーと企業誘致
アドバイザーを公募し、それぞれ白石由美子さ
んと松岡和雄さんが就任しました。

2010年 宇土市 10大　
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　市内でも、河川などへの油流出事故が多く発生しています。油流出事故は、いったん事故が発生

すると重大な事故になりやすく、環境にも大きな影響を与えます。また、吸着マットや油類処理剤

など応急対策にかかった費用は、事故を起こした方が負担することになります。

　事故は、配管等の破損やバルブの操作ミスなど、ちょっとした不注意が原因の場合も少なくあり

ません。次のことに注意し、事故の未然防止に努めましょう。

【事故を防ぐためには】

　１　給油する時は目を離さず、バルブが閉まっているか確認する。

　２　配管等からの漏れがないか定期的な点検・修理を行う。

　３　作業時には、配管等を傷つけないように注意する。

　４　不要になった油は処理業者等に処理を依頼する。

　５　防油堤を設置する。

【万が一事故が発生した場合】

　直ちに次の関係機関へ連絡するとともに、自分で行える措置（油流出箇所の補修、土のうによる

油の拡散防止など）を行ってください。

　◆市環境交通防災課　☎㉒ 1111（内線 2823）　◆宇城広域連合消防本部　☎㉒ 0554
　◆宇城地域振興局（保健所）　☎32 2419（休日時間外は☎32 1147）
問い合せ先　市環境交通防災課環境政策係☎㉒ 1111（内線 2823）

　今年も残すところわずかとなりました。平成 22年の宇土市の交通事故発生件数は昨年に比べ減少傾向にあ

りますが、件数は決して少なくありません。

　今後の交通事故防止のため、予定されている交通安全への取組みをお知らせします。

12 月 21 日～ 1月 3日は、年末・年始交通事故防止運動の実施期間です

　年末年始は、人や車の動きが慌ただしくなるとともに、飲酒の機会も増え重大な交通事故の発生が懸念され

るます。このため、運動期間中に県民一人ひとりが交通安全を意識し、正しい交通ルールと交通マナーの実践

を習慣づけることにより、交通事故防止の徹底を図りましょう。

　なお、この運動の重点目標は、①飲酒運転の根絶、②高齢者の交通事故防止、③シートベルトとチャイルドシー

トの全席着用の徹底です。家庭や職場で、今一度交通安全についてのチェックをお願いします。

鶴城中吹奏楽部演奏・クリスマス無事故プレゼントキャンペーン

　12 月 23 日、午前 10 時から鶴城中学校正門

前で同校吹奏楽部の演奏とともに、交通安全

キャンペーンを行います。内容は、市道を通行

するドライバーに対して交通安全を呼び掛ける

中、吹奏楽部が演奏を行うものです。寒い中で

の開催となりますが、クリスマスに併せた素敵

な演奏が行われます。通行される歩行者やドラ

イバーの方はご協力をお願いします。

昨年の様子
問い合せ先　市環境交通防災課交通防災係

☎㉒ 1111（内線 2222）

油流出事故の未然防止にご協力を

みんなの願い
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（第 2回）

※主に観光パンフレット「宇土探訪」や新宇土市史普及版『宇土の今昔百ものがたり』から出題。

◆ タテのカギ 
　1 花園町佐野地区に伝わる「甘酒まつり」は、約 700 年の歴史を誇る宇

土の○○○。　

　　ヒント：「珍しいまつり」の意味

　2 住吉神社がある住吉自然公園一帯は、江戸時代初めまで○○でした。

　3 宇土は江戸～大正時代にかけて製作された大きな○○○が 26 基（県指

定文化財）あることで有名。宮庄町には専門の収蔵館があります。

　4 知る人ぞ知る「宇土歴史○○○」には、宇土を代表する人物や史跡が

満載。　

　　ヒント：正月によく遊びます

　5 肥後三大夏○○○の宇土地蔵○○○。名物の「造りもん」は人々を楽

しませます。

　6 天草島原の乱の時、天草四郎の○○であるマルタら宇土在住の家族は

幕府側に捕らえられました。

◆ ヨコのカギ 
　1 宇土城主・小西行長公は○○○○○大名として全国的にも有名。

　7 網田名物の甲○○は、プリプリの食感が絶品！ 

  　この食材を使った宇土マリーナ物産館のかき揚げ丼は定番メニュー。

　8 走潟の北の地区だから○○○○○。走潟町北部の字名です。

（文化課）

問題

　Ａ～Ｅを順番に並べると？
　　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　
答え　○　○　○　○

         ※答えは 14 ページへ 

　宇土市の歴史と文化財をインターネット上
で紹介する、宇土市デジタルミュージアムを
市公式ホームページで公開しています。
　市内の主な史跡などについての解説をはじ
め、歴史についての紙芝居や年表、年中行事
などを掲載しており、学習や趣味の歴史探訪
に役立つ内容となっています。ぜひご活用く
ださい！
【主な内容】
・文化財検索コーナー
　宇土市の主な史跡や民俗芸能等、約 60件の
文化財について、50 音、地区別、時代別、分
類別に検索でき、それぞれに解説・写真・簡
単な地図を掲載しています。掲載する文化財
数は今後も増やしていく予定です。
・宇土の紙芝居
　宇土の歴史や民
話、ゆかりの人物な
どについての紙芝居
です。
　「干拓にささげた
一生」「郷土が生ん
だ横綱」「大王のひ
つぎ」「轟泉水道物語」「鶴の恩返し」「孝行娘」
の６つの物語を、情緒あふれる切り絵でお楽
しみください。
　その他、「小西行長の部屋」や旧石器時代か
ら現代までの宇土市の年表など、充実した内
容となっています。ぜひ、郷土の歴史に気軽
に触れてみてください。

アドレス　http://www.city.uto.kumamoto.jp/museum/index.html

問い合せ先　市文化課文化振興係☎㉓ 0156

ご利用ください！ 「宇土市デジタルミュージアム」
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平成23年度児童（学童）クラブ児童募集

児童（学童）クラブとは

　主に小学校１年生から３年生の児童を対象として、『子どもが学校から帰っても家には誰もいな

い』、『子どもが１人でいるのは心配』といった悩みをお持ちの保護者にかわって、放課後に子ども

さんをお預かりするところです。土曜日・夏休みも開設します。

利用料について

　・月額 5,000 円（網田学童クラブ 5,500 円）で、８月分のみ月額 10,000 円程度です。

　・年会費（保険代として）1,000 円が必要となります。

　※年会費と利用料は直接児童（学童）クラブにお支払いください。

申込み方法

　子育て支援課もしくは希望される児童（学童）クラブに申込書と家庭状況調査書を提出してくだ

さい。提出書類は、子育て支援課または児童（学童）クラブにあります。

申込み期間

児童（学童）クラブ一覧表

小学校 児童クラブ名 定員 所在地 連絡先

宇　土
宇土小学校学童クラブ 60 高柳町 104 番地 1 ☎㉓ 3288

肥後学童クラブ 60 浦田町 150 番地 ☎㉓ 6541

宇土東
宇土東学童クラブ 40 松原町 222 番地 3

☎㉒ 0480
東っ子学童クラブ 40 築籠町 46番地 2

花　園
五色山学童クラブ 50 松山町 1939 番地 2

☎㉒ 2021（午前）
☎㉒ 6154（午後）

はなぞの学童クラブ 30 松山町 2604 番地 ☎㉒ 0286

走　潟 走潟学童クラブ 30 走潟町 806 番地 ☎㉒ 0404

緑　川 緑川学童クラブ 30 野鶴町 305 番地 3 ☎㉒ 0321

網　津 網津学童クラブ 30 網津町 2082 番地 3 ☎㉔ 3332

網　田 網田学童クラブ 20 下網田町 1252 番地 1 ☎㉗ 0136

花園小学校区の皆さんへ
　平成 23 年 4月から、児童クラブをもう１カ所開設する予定です。詳細が決まり次第、別途お知ら
せします。

【問い合せ先】

市子育て支援課子育て支援係　☎㉒ 1111（内線 2813・2822）

①今回申し込みの決定期間は、平成 23年４月から平成 24年 3月までです。

②現在、児童（学童）クラブに行っている子どもさんも、再度申込みが必要となります。

③利用希望者が定員を著しく超えた場合は、全ての方をお受けすることができません。市が提出書類

をもとに書類審査を行い、入会を決定します。その際、電話での聞取りまたは面接を行うことがあ

りますので、ご協力をお願いします。

注
意
事
項

１月４日（火）～１月 14日（金）　※土・日・祝日を除く。
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国民年金からのお知らせ
熊本東年金事務所　☎ 096（367）8144
市市民課市民年金係　☎㉒ 1111（内線 2165・2166）

年金に関する
問い合せ先

熊本東年金事務所から年金相談および手続きについての出張相談を行っています。

期日　12月21日（火）・１月18日（火）・２月15日(火)

時間　午前10時～午後３時

会場　市福祉センター２階会議室　※開庁時間は８時30分からです。

毎年誕生月に「ねんきん定期便」が届きます
送付対象は国民年金、厚生年金に加入の方です

① 年金加入期間（加入月数、納付済月数など）

② 50 歳未満の方…加入実績に応じた年金見込額。

 　50歳以上の方…ねんきん定期便作成時点の加入制度に引き続き加入した場合の将来の年金見込額。

　※既に年金受給中（全額停止中も含む）の方には通知しません。

③ 保険料の納付額（被保険者負担分累計）

④ 年金加入履歴（加入制度、事業所名称、被保険者資格取得・喪失年金年月日など）

⑤ 厚生年金の全ての期間の月ごとの標準報酬月額・賞与額・保険料納付額

⑥ 国民年金の全ての期間の月ごとの保険料納付状況（納付、未納、免除などの別）

　※上記の①～③については更新したもの、また⑤、⑥は直近一年分をお知らせします。

　　※節目年齢時（35歳・45歳・58歳）の方には、①～⑥について更新した内容をお知らせします。

●加入記録・記載内容に「もれ」や「誤り」がないか十分に確認いただき、訂正があった場合は、

　同封の ｢年金加入記録回答票｣ に記入し、返送してください。

問い合せ先　「ねんきん定期便専用ダイヤル」☎0570（058）555
　　　　　　　※ＩＰ電話・ＰＨＳからは、☎ 03（6700）1144
　　　　　　　月曜日～金曜日：午前９時～午後８時　
　　　　　　　第 2土曜日：午前 9時～午後 5時

お知らせする内容

熊本東年金事務所 年金相談

Christmas

　こんにちは。12月の“T Time English”
はクリスマスの飾り物についての話です。日
本ではクリスマスの日が近づくと、家や店にイ
ルミネーションを飾ってクリスマスを演出します
が、日本にはない飾り物がアメリカにはありま
す。それはAdvent Calendarと呼ばれるも
のです。
　Advent Calendarはクリスマスまでのカウ
ントダウンを表しています。12月1日から毎日
１つずつお楽しみのドアがあり、毎朝その日
のドアを開けてみると、チョコや面白い写真な
どが入っています。Advent Calendarは壁
に掛けたり、台に置いたりして飾ります。

年金相談
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　秋の読書週間に募集した読書感想画コンクールには、市内の保育園・幼稚園から 132点の応募がありました。

楽しみながら描いた様子が伺われる、子どもらしい元気あふれる作品が多くありました。

　審査結果は次のとおりです。

【展示期間】
◎１月 11日（火）～１月 30日（日）　花園幼稚園・轟保育園・網津保育園・はなぞの保育園

◎２月７日（月）～２月 27日（日）　宇土東保育園・たんぽぽ保育園・宇土ありあけ保育園

読書感想画コンクール入賞者
賞　名 氏　　　名 性別 年齢 本のタイトル 園　　名

市長賞 うえむら　しんのすけ 男 6 かさじぞう 花園幼稚園

教育長賞 つるた　まや 女 5 にんぎょひめ 網津保育園

賞　名 氏　　　名 性別 年齢 本のタイトル 園　　名

特選 ひらお　たいむ 男 6 ３びきのこぶた 網津保育園

特選 あらかわ　しおり 女 5 かいじゅうたちのいるところ 宇土東保育園

入選 なかがわ　こうた 男 6 わんぱくだんのはらっぱジャングル 花園幼稚園

入選 やまぐち　たけと 男 6 かちかちやま 花園幼稚園

入選 くさの　こたろう 男 5 ふゆじたくのおみせ 花園幼稚園

入選 よしかわ　だいき 男 6 ひきとりや 轟保育園

入選 さかた　まりあ 女 6 シンデレラ 轟保育園

入選 なかやま　あやな 女 6 みつばちマーチ 轟保育園

入選 まつかわ　まさや 男 6 エルマーのぼうけん 網津保育園

入選 みやした　ひより 男 5 つるのふえ 網津保育園

入選 にのみや　だいすけ 男 5 ももたろう 網津保育園

入選 むらかみ　せいしょう 男 6 十二支のおはなし はなぞの保育園

入選 うえだ　れお 男 6 トリケラトプスと大空の敵 はなぞの保育園

入選 うえの　すず 女 6 ふたりのサンタ はなぞの保育園

入選 なす　ののか 女 6 かぜひいちゃったサンタさん はなぞの保育園

入選 おのでら　あん 男 6 かいじゅうたちのいるところ 宇土東保育園

入選 あいざわ　りょうすけ 男 6 かいじゅうたちのいるところ 宇土東保育園

入選 よしだ　ことね 女 5 まあちゃんのながいかみ 宇土東保育園

入選 ありむら　かなえ 女 6 でんしゃでいこう　でんしゃでかえろう たんぽぽ保育園

入選 いしい　しゅんいちろう 男 6 おつきさまって　どんなあじ たんぽぽ保育園

入選 まきもと　りりか 女 6 ラスチョのひこうせん たんぽぽ保育園

入選 むらかみ　こうしょう 男 6 かえってきたカエル ありあけ保育園

入選 いどう　ことね 女 5 くまくんちのじどうしゃ ありあけ保育園

入選 やました　しゅうま 男 5 ばけものつかい ありあけ保育園

宇土市長賞 宇土市教育長賞

うえむら　しんのすけくん（花園幼稚園） つるた　まやさん（網津保育園）
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図書館からのお知らせ
■■■■ 新 　刊　 案　 内 ■■■■ 

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

【らっこのじかん】

問い合せ先　市立図書館　☎㉒ 4512　HP　http://www.city.uto.kumamoto.jp/lib

一 般 書
エウスカディ　上・下　　　　 馳　星周著

歌うクジラ　　上・下　　　　 村上　龍著

橘花抄　　　　　　　　　　　 葉室  麟著

人間小唄　　　　　　　　　　 町田　康著

ラプソディ・イン・ラブ　　　　 小路　幸也著

スパイの歴史　　　　　 テリー・クラウディ著

中国の歴史　　　　　　　　　 山本　英史著

おひとり死－誰にも迷惑をかけな
い最期を迎えるために－　　　

松原　惇子著

アレの名前第百科　　 　　 みうら　じゅん著

漂砂のうたう　　　　　　　　 木内　昇著

児 童 書
ホネホネ絵本 スティーブ・ジェンキンズ著

おひさまとおつきさまのしたで　 黒井　健著

もりのくまとテディベア　　 和田　誠著

エネルギーってなんだろう（みつ
けようかがく）

ポール・マイゼル著

しんた、ちょうたのすっとびかご！（新しい
日本の幼年童話）－なぞのおおにもつ－

飯野　和好著

ふうとはなとうし（ふうとはなの絵本） いわむら　かずお著

怪僧タマネギ坊　（野菜忍列伝　其の４）
　　　　　　　　

川端　誠著

たのしいマジック　 ゆうき　とも著　

トイレの神様　 とりごえ　まり著

イトウくん 三木　卓著

中学生向け（ヤングアダルトコーナー）
２階一般室に設けています

竜の木の約束　 濱野　京子著

13歳のシーズン（BOOK　WITH　YOU） あさの　あつこ著

小惑星探査機「はやぶさ」宇宙の旅 小源寺　眞一著

ロボットとの付き合い方、おしえま
す。（14歳の世渡り術）　　

瀬名　秀明著 ● 幼児・小学生のおはなし会 ●

12月15日（水）　　ひまわり会

12月22日（水）　　ひまわり会

１月12日（水）　　小袖おはなし会

日時　毎週水曜日　午後２時～（約30分）

場所　図書館１階　児童図書室

●  0・1・2歳児のおはなし会  ●

12月28日（火）・１月11日(火)

日時　毎月第２・第４火曜日　午前10時30分～

　　　（約20分）

場所　図書館１階　児童図書室

☆☆☆　冬のおはなし会　☆☆☆ 
　新年最初のおはなし会は、市内のおはなし会

グループの皆さんによる「冬のおはなし会」で

幕開けです。

　子どもたちから大人の皆さん寒い冬の一日を

心あたたまる絵本や手遊びで過ごしませんか。

ご来館をお待ちしています。

日時　1月 8日（土）　午前 10時 30分～

　　　（約 40分）

場所　図書館１階　郷土資料室

☆☆☆　図書館より　☆☆☆ 
　11 月 13・14 日に行いました第 12 回図書館

まつりは、盛大のうちに幕を閉じました。今回、

ボランティアとしてご協力いただいた方々です。

お世話になりました。

菊展示　　市菊友会様

運営ほか　図書館ボランティアひまわり会

【えほんのじかん】

休館日
12月16日（木）・23日（木）

年末年始休館　12月29日（水）～１月６日（木）

１月10日（月）・13日（木）

＜年末年始休館のお知らせ＞

　年末年始休館のため、12月15日（水）～ 12月

28日（火）の期間は本に限り、１人10冊まで貸出

します。

　本以外の資料は従来通りです。なお、新年は１月７

日（金）から開館しますのでご利用ください。

え
ほ
ん
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火災・犯罪をなくすために
秋季火災予防運動・防犯パトロール

蒲島知事と一緒に“くまもとの未来”を語ろう
くまもと夢トークｉｎ宇城

将来は日本代表に！？
宇土マリーナジュニアサッカー大会

雨の中、
頑張りました

今年も多くの
チームが参加

秋季火災予防運動・防犯パトロール出発式

和やかな雰囲気の中で

　11月９日、市役所玄関前で秋季火災予防運動およ
び防犯パトロールの出発式を行い、市消防団、宇城
警察署、市生活安全パトロール隊など約100人でパト
ロールを実施しました。
　パトロールでは、車両３台を１組とし、全国統一防
火標語『消したかな　あなたを守る　合言葉』を市内
一円で呼びかけました。
　また、14日には、市消防団（宮原雄一団長）約600
人が非常呼集訓練を実施。これは、昼夜問わずいつ発
生するかわからない災害に対処するため、防災行政無
線サイレン吹鳴を合図に分団ごとに各地区に集合し、
訓練を実施するものです。
　午前５時のサイレン吹鳴とともに、水出しや中継水
出訓練など、各分団で工夫を凝らした訓練が実践さな
がら行われました。

　10月23日、蒲島郁夫知事が昭和カフェ銀乃船（石
小路町）を訪れ、「くまもと夢トーク」を開催しました。
　これは、県内各地域で地域おこしなどに夢を持って
取り組む人を知事が訪問、活動内容や意見を聴き、県
政に活かそうとするものです。
　蒲島知事は、「地域の縁がわ」として障がい者と地
域住民の交流に取り組む「銀河の会」や、月１回、昭
和カフェ銀乃船で昭和の遊びを提供している「宇土地
域福祉塾ＵＴＯ（ゆ～と）」と意見交換を行い、「施設
の立上げに自分たちで取り組まれたことは、大変素晴
らしいことです。楽しく市民運動をすることが重要で
あり、障がいを持つ方が住みたいと思うような街で
あってほしい」と語りました。

　10月23日、宇土マリーナ芝生広場で第８回赤い羽
根共同募金カップ宇土マリーナジュニアサッカー大会
が開催され、県内各地から170チーム、約1,300人が
参加しました。
　これは、サッカーを通して子どもたちの健康増進を
図り、チーム相互の親睦と友情の和を広げようと行わ
れているものです。大会では、小学１年生から３年生
までを対象として、１チーム６人で予選リーグから決
勝トーナメントまで学年別で熱戦を繰り広げ、子ども
たちは元気いっぱいに芝生を駆け回っていました。
　各学年の優勝チームは次のとおりです。
１年生の部優勝　ソレッソ１年  V
２年生の部優勝　河江ＦＣ Ｕ-８
３年生の部優勝　ソレッソ３年　S
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秋を彩る文化の祭典
第47回宇土市芸術文化祭

芸術の秋を満喫
網田焼の里資料館秋まつり

真剣な表情で
お手伝い

優雅な雰囲気の
中でお茶会

すばらしい作品
ばかり

ランプシェード
制作を体験

　10月30日・31日、市民会館など４会場で第47回宇
土市芸術文化祭が開催され、市文化協会（今村次雄会
長）56団体、550人の会員が日頃の練習の成果や作品
を発表しました。
　市民会館大ホールでは、民謡、歌謡、フラダンス、ちょ
んかけ、コーラス、謡曲、吟詠、日本舞踊などを披露。
大会議室やホワイエでは俳句、美術、水墨画、写真、
紙粘土人形、木目込み人形、押し絵、刺し子、戸塚刺
繍、手描友禅、プリザーブドフラワーなど丁寧に仕上
げられた作品が展示されました。また、市中央公民館
や市老人福祉センターでは、お茶会や生花展が開催さ
れ、訪れた人を楽しませました。

　10月31日、宇土市網田焼の里資料館で秋まつりが
開催され、市内外から約150人が訪れました。
　これは、資料館に親しんでもらおうと毎年、春と秋
の年２回、開催しているものです。
　同まつりでは、網田焼の復元作品を使った煎茶道東
阿部流のお茶会や「日本磁器の流れと網田焼」と題し
て、九州陶磁文化館特別学芸顧問大橋康二さんの講演
会などが行われました。また、網田公民館では、子ど
もたちが和菓子づくりやランプシェード制作に挑戦。
出来上がった思い思いの作品を手にし、満足そうな笑
顔がこぼれていました。
　そのほか、地元の特産品などを販売するミニ物産展
も開催され、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

本に楽しむ機会を
図書館まつり

オリジナル
押し花づくりに

挑戦！

O-tum（オータム）
の2人 　11月13・14日、市立図書館で第12回図書館まつり

が開催され、地域住民や多くの子どもたちが参加しま
した。
　13日は県内を中心に音楽活動している「O－tumn
（オータム）」のコンサートやオリジナルの押し花づく
りを実施。14日は人形劇「したきりすずめ」の上演
や熊日童話会・市童話発表大会金賞受賞者のおはなし
会などが行われ、子供からお年寄りまで楽しいひとと
きを過ごしました。
　また、期間中「本田由美子社中」によるお茶席やリ
サイクル図書市、子どもぬりえ作品などの展示、銀河
カレッジによる作品販売なども設けられ、芸術の秋を
満喫しました。
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未来を担う子どもたちのために
図書購入費を寄付

ありがとうございます

　11月15日、乾三也子さん（新小路町）が市教育委
員会を訪れ、鶴城中学校と住吉中学校での図書購入の
ために使用してほしいと寄付金を木下博信教育長に手
渡しました。
　これは、鶴城中学校に長年勤務し、住吉中学校勤務
を経て昭和42年に退職された父、乾隆暢さん（故人）
と母、惠美子さん（故人）の遺志を継いだものです。
　三也子さんは「父は図書館での子どもたちとの交流
を大切にしており、子どもたちのために役立ててほし
いと生前言っていました。図書購入に使ってください」
と話し、木下教育長は「気に入った本は、子どもたち
にとって生涯の宝物です。大切に使わせていただきま
す」とお礼を述べました。

◆おなかの赤ちゃんは、一日ごとに成長しています。
　妊娠中の喫煙や飲酒は、胎児に悪い影響を与えることがわかっています。
　例えば、喫煙している母親の胎児は、死産や妊娠合併症の危険が多くなります。飲酒も同様に、胎児の
発育に悪い影響を与えます。
　また、父親などの家族の喫煙も、胎児への影響があることが知られています。赤ちゃんに対しても、気
管支炎や喘息、乳幼児突然死症候群（SIDS）などが発生しやすくなります。
　胎児や赤ちゃんの健康のため、妊婦や赤ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。

⑯

問い合せ先　市生涯学習課　☎㉒ 6510

“ 妊娠中の飲酒 •喫煙は避ける "

乳幼児編
家庭教育シリーズ

（文部科学省　「家庭教育手帳　乳幼児編」から抜粋）

ねんりんピック2
ふ れ 愛

011熊本に向けて
ボウリング交流大会リハーサル大会開催

健康づくり教室
も開催

白熱した
ゲームを展開　11月７日、宇土パスカワールドでボウリング交流

大会リハーサル大会が開催されました。
　これは、来年10月15日から18日に開催される第24
回全国健康福祉祭くまもと大会（通称：ねんりんピッ
ク）に向けて行われたものです。
　同大会には、（財）全日本ボウリング協会全日本ナ
ショナルチームの政時由尚選手と佐野真紀選手を含
め、14歳から80歳までの112人が参加。仲間や観客
からの声援を受けながら、白熱したゲームを展開しま
した。
　「ねんりんピック」とは、60歳以上の皆さんを中心
とした、スポーツや文化、健康についてのさまざまな
イベントが開催される大会のことです。
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　　　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表　　　　　　　　    （単位：円）

入札年月日 件　　　　　名 予定価格（税込）
落札額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

10.12 準用河川大坪川工業用水管伏越工事 59,080,000
48,090,000 ㈱川口登建設 7 H22.10.28

～ H23.3.25

10.26

網津地区多目的研修会施設床改修工事 1,778,000
1,732,500 ㈲熊本電建 10 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.15
緑川地区農業者トレーニングセンター床塗装改
修工事

1,731,000
1,680,000 牧本技建工業㈱ 8 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.15

平成 22年度 上古閑地区水路災害復旧工事 5,244,004
5,082,000 （名）伊豫建設 9 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 23.3.10

平成 22年度 恵里地区用水路改修工事 3,197,000
3,066,000 ㈲轟興業 9 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 23.1.21

平成 22年度 栗崎地区水路改修工事 2,060,000
1,974,000 轟造園 9 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.22

平成 22年度 神山地区水路改修工事 2,080,000
1,995,000 轟造園 9 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.24

平成 22年度 神原地区水路改修工事 1,975,000
1,890,000 轟造園 9 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.24

駅前地区配水管布設改良工事 4,888,000
4,641,000 ㈲西山水道 12 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 23.1.25

切所地区配水管布設改良工事 2,285,000
2,152,500 野口設備工業 12 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 23.1.11

浄蓮寺 1号線舗装工事 956,000
924,000 牧本技建工業㈱ 5 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.13

大曲・椿原線舗装工事 1,244,000
1,193,850

熊本ニチレキ㈱宇土営
業所 16 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.20

北走・西走線舗装工事 1,020,678
981,750 ㈲斉藤産業 16 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.20

神馬・入地線舗装補修工事 622,440
605,850 ㈲渡邊建設 15 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.13

古保里・立岡 3号線側溝補修工事 858,926
813,750 ㈱平田建設 7 Ｈ 22.11.2

～Ｈ 22.12.21
　予定価格（建設工事のみ）および入札の経緯などについては、市財政課で閲覧することができます。
　問い合せ先　市財政課契約管財係　☎㉒ 1111（内線 2232）

第２次宇土市男女共同参画推進計画に関する意見交換会を開催します！！

　市では、現行の推進計画（期間：平成 15年度～平成 22年度）を引き継ぎ、

さらなる男女共同参画の推進を図るために、現在、平成23年度から平成 30

年度までを計画期間とする第２次推進計画の策定に取り組んでいます。

　より地域の実情に合った男女共同参画を推進するため、皆さんの意見・要

望をお伺いし、新推進計画策定の参考にさせていただく予定です。多くの方

の参加をお待ちしています。

　なお、意見交換会に参加したいと思われる方は、下記までご連絡ください。

Ｑ意見交換会ってどんなことをするの？
Ａ　意見交換会では、男女共同参画の視点から、地域・社会活動に関すること、仕事と家庭生活な
どの両立支援に関すること、育児・介護支援に関することなどについて、皆さんの意見・要望をお
伺いする予定です。
　皆さんが日頃から考えていることなど、自由な意見をお聞かせください。

問い合せ先　市総務課パートナーシップ推進係☎㉒１１１１（内線 2209・2219）

　意見交換会開催
日時　１月 13日（木）　【夜の部】　午後７時 30分～
　　　１月 14日（金）　【昼の部】　午後２時～

場所　市勤労青少年ホーム講習室
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お
知
ら
せ

平
成
23
・
24
年
度
の
指
名

願
い
を
受
け
付
け
ま
す

　

現
在
の
指
名
願
い
の
有
効
期
限

は
、
平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
４
月
以
降
の
入
札
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
新
た
に
提

出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

市
が
発
注
す
る
「
建
設

工
事
」「
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル

業
務
」「
物
品
（
購
入
）・
業
務
（
委

託
）」
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
。

申
請
要
領　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
財

政
課
で
も
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

①
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
業
務
：
１
月
11
日
（
火
）
〜

２
月
28
日
（
月
）

②
建
設
工
事
、
物
品
・
業
務
：
２

月
１
日
（
火
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

有
効
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日

そ
の
他　

① 

「
物
品
・
業
務
」
に

つ
い
て
は
市
独
自
様
式
と
な
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
市
財
政

課
で
も
配
布
し
ま
す
。

② 
「
建
設
工
事
（
県
内
）」
に
つ
い

て
は
、
県
・
市
町
村
電
子
申
請
受
付

シ
ス
テ
ム
「
よ
ろ
ず
申
請
本
舗
」
で

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
へ
一
括
し

て
申
請
で
き
ま
す
。
電
子
申
請
に
つ

い
て
は
、
県
電
子
自
治
体
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
【
☎
０
９
６
（
３
３
４
）
１

５
９
２
】に
問
い
合
せ
る
か
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先 

市
財
政
課
契
約
管

財
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

３
６
）

宇
土
市
小
規
模
工
事
等
契
約
希

望
者
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
入
札
参
加
資
格

の
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
市
内
事

業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
市
が

発
注
す
る
小
規
模
の
工
事
や
修
繕

な
ど
の
受
注
・
施
工
を
希
望
す
る

方
を
登
録
し
、
積
極
的
に
業
者
選

定
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

図
る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
、
申
請
書
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
網
田
・

網
津
の
各
支
所
で
も
受
け
取
り
で

き
ま
す
。

　

今
ま
で
登
録
し
て
い
た
方
に
つ

い
て
も
、
有
効
期
限
が
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
改
め
て
登
録
が
必
要
で
す
。

（
更
新
の
場
合
、
書
類
表
紙
に
朱

書
で
「
23
・
24
年
度
更
新
分
」
と

記
載
く
だ
さ
い
）

問
い
合
せ
先 

市
財
政
課
契
約
管

財
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

３
６
）

年
末
警
戒
実
施
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
を
扱
う

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
市
消
防

団
で
は
、
12
月
28
日
（
火
）
か
ら

30
日
（
木
）
ま
で
年
末
警
戒
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
防
火
意
識
啓
発

の
た
め
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先 

市
環
境
交
通
防
災
課

交
通
防
災
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内

線
２
２
２
２
）

き り し た ん

さ ま い

い か こ ま

る は つ

き た は し り

A

D C

B

 

　1740年（元文５年）、宇土藩五代藩主・細川興
おきのり

文公

が家臣を長崎に遣わし、中国伝来の獅子舞の型を研究

させ、さらに工夫を加えて独特の舞の型を完成させたの

が宇土御獅子舞です。270年の長い歴史があり、熊本

県重要無形文化財に指定されています。

　宇土御獅子舞は、雌雄一対（角が一本あるのが雌、

二本が雄）で、一頭につき前と後に一人ずつ計二人が

中に入ります。獅子にかまれた子供は病気や怪我をし

ないとか、頭が良くなるとかという言い伝えがあり、女

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　
し　し　ま　い

西岡神宮で行われる御
ごしんじまいかた

神事舞方

宇
う と お ん し し ま い

土御獅子舞

の子は雄獅子に、男の子は雌獅子にかまれます。当初、

御獅子組に加入できるのは、本町一丁目の長男ないし家

督相続者に限られていましたが、現在は人手不足のため、

他の町に住む人達も加入できるようになりました。

　宇土御獅子舞は熊本を代表する伝統芸能であり、獅

子舞にたずさわる人々の伝統を守る誇りと情熱に支えら

れてきたといえます。
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生
垣
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

み
ど
り
豊
か
な
生
活
環
境
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
樹
木
を
使
っ

た
生
垣
づ
く
り
の
経
費
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
住
宅

を
所
有
す
る
個
人
。

条
件　

●

過
去
に
本
事
業
の
助
成

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

●

実
施
期
間
内
（
平
成
23
年
１
月

15
日
〜
３
月
15
日
）
に
新
た
に
生

垣
を
設
置
し
、
期
間
内
に
設
置
が

完
了
す
る
こ
と
。

●

申
請
者
の
住
宅
敷
地
内
の
道
路

に
面
し
た
部
分
に
生
垣
を
設
置
す

る
こ
と
。

●

幅
３
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
１

メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
垣
を
設
置
す

る
こ
と
。

助
成
額
等　

助
成
件
数
は
15
件
程

度
と
し
、
一
件
当
た
り
の
限
度
額

は
１
万
円
と
し
ま
す
。
な
お
、
申

込
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

受
付
締
切　

３
月
15
日
（
火
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
先　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
市
農
林
水
産
課
農
林
水

産
係
内
）
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
１
４
）

農
業
者
年
金
の
お
知
ら
せ

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除

者
を
除
く
）
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
】

① 

積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金

　

自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積

み
立
て
ま
す
。
ま
た
、
月
額
２
万

円
か
ら
最
大
６
万
７
０
０
０
円
ま

で
、
１
０
０
０
円
単
位
で
自
由
に

保
険
料
を
設
定
で
き
、
経
営
の
状

況
な
ど
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直

し
が
出
来
ま
す
。

② 

終
身
年
金
で
、
80
歳
ま
で
保
障

　

加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し

た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
を

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

③ 

税
制
上
の
優
遇

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、全
額
（
年

額
12
万
円
〜
80
万
４
０
０
０
円
）

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
は
、
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
り
、
65
歳
以
上

の
方
で
あ
れ
ば
、
公
的
年
金
等
の

合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で
は
全

額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

④ 

保
険
料
の
助
成
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
担

い
手
の
方
に
は
、
保
険
料
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
業
者
年
金
基
金
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
せ
先　

市
農
業
委
員
会
事

務
局
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

３
１
）

平
成
22
年
度
第
３
回

消
防
設
備
士
試
験　

試
験
の
種
類

甲
種
（
第
１
類
〜
第
５
類
）

乙
種
（
第
１
類
〜
第
７
類
）

試
験
日　

３
月
６
日
（
日
）

場
所　

熊
本
市

受
付
期
間　

12
月
20
日
（
月
）
〜

１
月
６
日
（
木
）　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

願
書
請
求
・
問
い
合
せ
先　
（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０

０
５

ご注意ください。年末・年始の各業務
『市役所』は

◆年末の市役所業務は、12 月 28 日（火）まで平常

通り行います。

　各種証明書の発行などで窓口は大変込み合います

ので、お早めにお済ませください。

　※市会計課窓口支払い業務も 12 月 28 日（火）ま

でです。

◆年始の市役所業務は、１月４日（火）から平常通

り行います。

◆年末・年始の休み中の用件（出生・死亡・婚姻届等）

は、市庁舎裏玄関の警備室（☎㉒ 1111）にお届け
ください。

『あじさいの湯』は
開館・休館は、次のとおりになっています。

　　　　年末　　　　　　　　　　年始

12月29日（水）
平常通り

１月１日（土） 休館

12月30日（木） １月２日（日）
平常通り

12月31日（金）休館 １月３日（月）

問い合せ先　あじさいの湯☎㉔ 3456

『宇土マリーナおこしき館』は
開館・休館は、次のとおりになっています。

　　　　年末　　　　　　　　　　年始

12月29日（水）
平常通り

１月１日（土）
休館

12月30日（木） １月２日（日）

12月31日（金）午後3時まで １月３日（月）平常通り

問い合せ先　宇土マリーナおこしき館☎㉗ 1788

市福祉
センター

正面玄関

市　庁　舎
警備室

場
置
車
転
自

場
置
車
用
公

市勤労青少年
ホーム

P

ご注意ください。年末・年始の各業務ご注意ください。年末・年始の各業務



平成 22・12   （16） 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま

す
。
資
格
が
あ
っ
て
も
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
な
い
と
農
業
委
員
選

挙
の
投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
書　

各
地
区
の
嘱
託
員
を
通

じ
て
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
・
網
田
支
所
・

網
津
支
所
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

●

平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

●

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

の
業
務
を
営
ん
で
い
る
方

●

同
居
の
親
族
・
配
偶
者
ま
た
は

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
・
社
員
・

株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

申
請
締
切　

１
月
10
日
（
月
）

注
意
事
項　

※
申
請
者
が
、
世
帯

主
の
場
合
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
続
柄
・
性
別
・
年
齢
等
を
も
れ

な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

市
農
業
委
員
会
事
務
局
・

網
田
支
所
・
網
津
支
所

問
い
合
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
４
１
）

新
年
の
思
い
を
巨
大
絵
馬
に
！

　

宇
土
市
観
光
物
産
協
会
で
は
、

12
月
１
日
（
水
）
か
ら
１
月
13
日

（
木
）
ま
で
の
期
間
、
市
役
所
玄

関
前
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ピ
ア
に
高
さ
１
・
８
ｍ
、
幅
３
・

６
ｍ
の
巨
大
絵
馬
を
設
置
し
ま
し

た
。
平
成
23
年
へ
向
け
て
の
抱
負

や
願
い
事
を
自
由
に
書
い
て
い
た

だ
き
、
１
月
14
日
（
金
）
に
西
岡

神
宮
に
奉
納
す
る
予
定
で
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

　

こ
の
た
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助
成
事
業
に
よ
り
、
三
ケ
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
普
及
広

報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
を

行
う
も
の
で
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
目
的
に
利
用

可
能
な
集
会
室
を
は
じ
め
、
給
湯

室
、
倉
庫
な
ど
を
完
備
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
方
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
今
後
、

会
議
や
学
習
会
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
三
ケ
区
の
ま
す
ま
す
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

市
生
涯
学
習
課
☎

㉒
６
５
１
０

シリーズわたしたちと人権　３２

シリーズ
わたしたちと人権

34

　気づいていますか、
　　ほかの人の気持ちに
「個人の人権」を尊重することは、

「自分さえよければ」ということではありません。

相手の立場を考えない言葉や行動は人を傷つけ、

さらには差別を助長することにもつながります。

誰もが心豊かに生活できる社会にするためには、

正しい知識を持ち、相手の立場に立って考えることが大切です。

みんなが笑顔で支え合える社会へ

相手の気持ちを理解して、
もし逆の立場だったらと考えること
それは、あなたにもできる大切なことです。

気づいてください。一人ひとりに大切なこと。

（県人権センター啓発資料から抜粋）【問い合せ先】市生涯学習課☎㉒ 6510

たとえば、こんなことありませんか

水俣病をめぐる
偏見や差別

HIV感染者、難病患者等への
無理解や偏見

ハンセン病回復者等に
ついての偏見や差別

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
に

大
切
な
こ
と
。様々な人権課題についての

偏見や差別

ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い

ケ
ー
タ
イ
使
っ
た
っ
て

い
い
よ
ね
、
別
に
。

三ヶ区コミュニティセンター

皆さんもぜひ書いてください
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ご注意ください！
　①ごみ収集は、各地区の収集日程のとおり行います。ただし、12月31日（金）から平成23年１月３日（月）

までは収集しません。

　②ごみ収集が休みの日（下表「×」の日）には、絶対にごみを出さないでください。

③燃えるごみ・生ごみは、必ず収集日の８時30分までに出してください。

④し尿汲取りの申込みは、下記の許可業者へお早めに。電話受付期限は、12月22日(水）までとなります。

　　【宇土・網津・網田】　　　⇒　（有）宇土環境　☎㉒ 5493
　　【花園・轟・緑川・走潟】　⇒　（有）江口衛生社☎㉒ 0389

  年　末
平　成　22　年　12　月

25日（土） 26日（日） 27日（月） 28日（火） 29日（水） 30日（木） 31日（金）

ごみ収集
日程

  燃 え る ご み ・生  ご  み ○ × ○ ○ ○ ○ ×

  燃えないごみ ○ × ○ × × × ×

宇土富合清掃センター
（☎㉒ 3541）への自己搬入受入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

し尿汲取り・浄化槽清掃 ○ ○ ○ ○ × × ×

  年　始
平　成　23　年　１　月

１日（土） ２日（日） ３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金）

ごみ収集
日程

燃 え る ご み ・生  ご  み × × × ○ ○ ○ ○

  燃えないごみ × × × ○ ○ ○ ○

宇土富合清掃センター
（☎㉒ 3541）への自己搬入受入 × × × ○ ○ ○ ○

し尿汲取り・浄化槽清掃 × × × × × ○ ○

問い合せ先　市環境交通防災課環境政策係☎㉒ 1111 内線 (2821・2823)

年
末
の
資
源
ご
み
特
別
収
集
を

実
施
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
出
せ
ず
に
た
ま
っ
て

し
ま
っ
た
資
源
ご
み
を
こ
の
機
会

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
コ
ン

テ
ナ
を
用
意
し
ま
す
。

日
時　

12
月
26
日
（
日
）　

午
前

８
時
〜
午
前
11
時　

※
時
間
厳
守

場
所　

市
役
所
本
庁
裏
駐
車
場
、

網
津
支
所
、
網
田
支
所

※
収
集
す
る
も
の
は
、
資
源
ご
み

だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
の
ご
み
を

持
っ
て
こ
ら
れ
た
場
合
は
、
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
帳
は
、
電
話
会
社
の
自
主

回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け
て
！

　

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
の
カ
セ
ッ

ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

を
そ
の
ま
ま
ご
み
と
し
て
出
す

と
、
収
集
運
搬
時
な
ど
に
中
身
が

破
裂
し
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
大
変
危
険
で
す
。

　

必
ず
穴
を
空
け
、
ア
ル
ミ
か
ス

チ
ー
ル
に
分
別
し
て
資
源
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
や
む

を
得
ず
、
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て

出
す
場
合
は
、
必
ず
穴
を
あ
け
、

燃
え
な
い
ご
み
置
場
に
設
置
し
て

あ
る
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
環
境
交
通
防
災

課
環
境
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
内

線
（
２
８
２
３
）

野
焼
き
は

　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

家
庭
・
事
業
場
か
ら
出
た
ご
み

の
「
野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ
る
野
焼

き
）」
は
、
風
俗
・
習
慣
上
の
行

事
や
農
作
業
な
ど
一
部
の
例
外
を

除
き
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

悪
質
な
場
合
、罰
則
と
し
て
「
５

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
」
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
野
焼
き
を
行
う
こ
と

で
、
人
体
に
有
害
で
大
気
汚
染
の

原
因
に
な
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
や
煙
・
灰
で
洗
濯
物
が
汚
れ
る

な
ど
、
周
辺
の
方
が
迷
惑
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
警
察
が
野
焼
き
を
検

挙
し
た
事
例
も
あ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
家
庭
で
の
焼
却
は
止
め
て
市

の
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
環
境
交
通
防
災

課
環
境
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
内

線
（
２
８
２
３
）

年末年始の「ごみ収集」と「し尿汲み取り」
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や
さ
し
い
社
会
の
絆
で
す

「
里
親
制
度
」

　

近
年
、
親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
温
か
い

家
庭
が
大
切
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も

の
た
め
に
、
家
庭
的
な
環
境
を
確

保
し
、
子
ど
も
を
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
里
親
登
録
さ
れ
た
方

に
、
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
す

る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

熊
本
県
中
央
児
童

相
談
所
☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
４

５
１

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
12
月

か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
せ
先　

市
企
画
課
広
報
電

算
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
７
）

河
川
環
境
整
備
事
業
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

国
土
交
通
省
で
は
安
全
で
親
し

み
の
あ
る
水
辺
空
間
の
創
出
を
目

的
と
し
た
河
川
環
境
整
備
事
業
を

進
め
て
お
り
、
整
備
を
実
施
し
た

緑
川
水
系
の
各
地
区
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

緑
川
の
沿
川
に
お
住
ま
い
の
方
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
約
１
０
０

０
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
は
12
月

中
旬
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
せ
先　

国
土
交
通
省
九
州

地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務

所
地
域
連
携
課
☎
０
９
６
（
３
８

２
）
１
１
９
８

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

　

県
最
低
賃
金
が
時
間
額
６
４
３

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨

時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
派
遣
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
事
業
所

で
適
用
さ
れ
て
い
る
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

熊
本
労
働
局
賃
金

室
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

平
成
22
年
度
第
３
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
、乙
種
（
第
１
類
〜
第
６
類
）、

丙
種

試
験
日　

２
月
20
日
（
日
）

場
所　

熊
本
市

受
付
期
間　

１
月
４
日
（
火
）
〜

１
月
14
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

願
書
請
求
・
問
い
合
せ
先　

（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県

支

部

☎

0
9
6
（
3
6
4
）

5
0
0
5

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▽
松　

原　

町　

藤
井　

悦
子　

 

　

亡　

夫　

明　
　
　
　

（
八
五
）

▽
本
町
六
丁
目　

福
永　

重
雄　

　

亡　

父　

英　
　

雄　

（
八
七
）

▽
本
町
六
丁
目　

寺
尾　

精
豊　

　

亡　

母　

セ

ツ

子　

（
九
六
）

▽
網　

引　

町　

村
松
は
つ
み

　

亡　

母　

藤
野
ハ
ツ
エ
（
一
〇
〇
）

▽
新

小

路

町　

乾　

三
也
子　

　

亡　

母　

惠

美

子　

（
九
九
）

▽
長　

浜　

町　

宮
本　
　

深

　

亡　

母　

キ

ク

エ　

（
九
五
）

▽
長　

浜　

町　

舟
田　
　

武　

　

亡　

母　

キ

ヨ

メ　

（
九
八
）

▽
住　

吉　

町　

土
本　

三
郎　

　

亡　

妻　

静　
　

子　

（
八
七
）

▽
上

網

田

町　

浦
和　

米
雄　

　

亡　

母　

チ

ヨ

カ　

（
九
四
）

▽
赤　

瀬　

町　

奈
良　

淳
子　

　

亡　

父　

小　
　

一　

（
八
五
）

▽
下

網

田

町　

平
木　

隆
一　

　

亡　

弟　

憲　
　

二　

（
六
八
）

▽
神　

馬　

町　

倉
野　

裕
二　

　

亡　

母　

ユ

キ

エ　

（
九
三
）

▽
築　

籠　

町　

緒
方　

義
久　

　

亡　

父　

勝　
　
　
　

（
七
二
）

▽
立　

岡　

町　

釜
賀　

律
子　

　

亡　

夫　

安　
　

隆　

（
八
四
）

▽
松　

山　

町　

白
井　

直
樹

　

亡　

父　

敬　
　
　
　

（
六
二
）

▽
住　

吉　

町　

奥
村　

清
司　

　

亡　

父　

只　
　

喜　

（
八
八
）

▽
松　

原　

町　

木
村　

朋
美　

　

亡　

父　

稲
葉
博
雄　

（
七
三
）

▽
城

之

浦

町　

村
上
多
加
雄

　

亡　

母　

ト　
　

シ　

（
九
〇
）

▽
三　

拾　

町　

池
田　

敏
子

　

亡　

夫　
　

貢　
　
　

（
八
一
）

▽
下

網

田

町　

田
口　

豊
明

　

亡　

伯
母　

カ
ズ
子　

（
七
四
）

▽
新

松

原

町　

中
原
チ
ヨ
ノ

　

亡　

夫　

唯　
　

義　

（
九
五
）

　

市
社
協
へ
の
香
典
返
し
な

ど
の
寄
付
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
同
様
、
個
人
住
民
税
が

一
定
率
軽
減
さ
れ
ま
す
（
た

だ
し
、
寄
付
金
額
が
５
０
０
０

円
以
上
の
場
合
で
確
定
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

香
典
返
し
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募
集
・
催
し

平
成
23
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

日
時　

１
月
９
日(

日)

午
前
10
時

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

◆
宇
土
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

　

12
月
上
旬
に
市
教
育
委
員
会
か

ら
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
宇
土
市
に
住
民
票
が
な
い
方

　

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
電
話
で
連
絡
い
た
だ
く

か
、F
A
X
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に『
成

人
式
参
加
希
望
』、
ハ
ガ
キ
の
送

付
先
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
の
氏

名
、
卒
業
小
学
校
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
送
付
く
だ
さ
い
。

御
家
族
・
市
民
の
皆
様
の
ご
参

列
を
歓
迎
し
ま
す

　

新
成
人
を
一
緒
に
お
祝
い
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
一
般
席
を
設
け

ま
す
。
参
列
さ
れ
る
方
は
、
午
前

９
時
50
分
ま
で
に
来
場
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
当
日
は
市
民
会
館
駐
車

場
ま
た
は
市
役
所
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
先　

市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課　

〒
８
６
９-

０

４
３
３　

宇
土
市
新
小
路
町
95　

☎
㉒
６
５
１
０　

F
A
X
㉓
１
０
０
２

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
講
座

第
５
期
生
募
集

◆
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座

指
導
者　

石
﨑
大
徳
さ
ん

定
員　

８
人

指
導
日　

１
月
19
日
〜
２
月
23
日

の
毎
週
水
曜
日(
全
６
回)　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

費
用　

受
講
料(

３
０
０
０
円)

お

よ
び
石
材(

２
０
０
０
円)

◆
硯
制
作
教
室
講
座

指
導
者　

小
野
寺
友
吉
さ
ん

定
員　

７
人

指
導
日　

１
月
20
日
〜
３
月
３
日

の
毎
週
木
曜
日(

全
６
回)　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

費
用　

受
講
料(

３
０
０
０
円)

お

よ
び
石
材
・
消
耗
品
代(

１
５
０
０

円)申
込
方
法　

市
商
工
観
光
課
に
来

庁
も
し
く
は
電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
15
日
（
水
）
〜

12
月
22
日(

水)

﹇
先
着
順
﹈

※
両
講
座
と
も
４
人
以
上
の
応
募

が
な
け
れ
ば
開
講
し
ま
せ
ん
。
道

具
な
ど
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

市
商
工
観
光
課
商

工
政
策
係　

☎
㉒
１
１
１
１(

内
線

２
３
２
１)

臨
時
・
う
と
日
曜
朝
市

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

日
時　

12
月
30
日
（
木
）　

午
前

６
時
〜

会
場　

市
民
会
館
駐
車
場

　

年
末
年
始
の
料
理
に
、
新
鮮
な

食
材
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

当
日
は
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝

し
て
、
お
い
し
い
だ
ご
汁
を
振
舞

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。（
無
料
配
布
…
３
０
０
人

分
程
度
／
午
前
６
時
半
〜
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
）

※
来
年
１
月
・
２
月
は
、
寒
さ
厳

し
い
う
え
、
品
物
の
確
保
が
難
し

い
た
め
お
休
み
し
ま
す
。
な
お
、

３
月
か
ら
通
常
通
り
開
催
し
ま

す
。

問
い
合
せ
先　

市
商
工
観
光
課
観

光
物
産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
２
８
）

入 場 料　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円

販売場所　宇土シティ、カメヤ本店、市役所売店、

宇土マリーナ物産館、ショッピングセンターピア

問い合せ先　市民会館☎㉒ 0188

宇土市地域福祉計画（案）に対する
ご意見をお聞かせください

　市では、市民アンケートや地区毎の

ネットワーク会議などを実施し、「宇土

市地域福祉計画（案）」をまとめました。

さらに広く市民の皆さんのご意見・ご

提案を反映させるため、パブリックコ

メント（市民意見公募）を実施します。

募　集　期　間　12月 17日（金）～ 1月 14日（金）

素案の入手方法　市ホームページに掲載しています。ま

た、福祉課窓口、情報公開コーナーでも閲覧できます。

ご意見の提出方法　住所、氏名および電話番号、職種（会

社員、公務員、学生など）を記入のうえ、直接持参いた

だくか、郵送（当日消印有効）またはメール、ファック

スで下記まで提出してください。

提出先・問い合せ先　

〒 869-0492（市役所専用）宇土市福祉課　福祉政策係　行

FAX㉒ 5515　メール :fukushi03@city.uto.kumamoto.jp
☎㉒ 1111（内線 2812）
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　市では、児童センターの運営方針に広く市民の皆さんの意見を反映させるため、公募委員を募集します。

　公募委員の方には、児童の福祉や教育に関わる各種機関・団体の代表者の方など市が選任した委員とともに、

幅広い視点からご意見・ご提言をいただきます。ぜひ応募ください。

募 集 人 員 1 人

応 募 資 格

次のすべての要件を満たす方
　① 児童福祉に関心のある方

　② 市内在住の満 18歳以上の方（平成 23年 4月 1日現在）

　③ 平日昼間に開催する会議に出席できる方（年１回程度開催予定）

　④ 国、地方公共団体の議員または常勤の公務員でない方

　⑤ 市の他の審議会などの委員でない方　
任 期 平成 23年 7月 1日～平成 25年 6月 30日（委嘱の日から 2年間）

応 募 書 類
① 応募書類　※児童センターで配布

② 作文（「宇土市における児童センターの役割」をテーマに 800 字程度）
応 募 方 法 持参、郵送、ファックス、電子メールのいずれかにより提出
応 募 締 切 1 月 7日（金）必着（郵送の場合は、当日有効）
選 考 方 向 応募用紙、作文をもとに総合的に審査し決定。結果を応募者全員に文書で通知
報 酬 市の規定により、日額 5,100 円を支給
申 込 み ・
問 い 合 せ 先

〒 869-0451　宇土市北段原町 27-2　市児童センター　
 ☎・FAX  ㉓ 3303　 メール：jidou01@city.uto.kumamoto.jp

市児童センター運営審議会委員を募集します！

児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
楽
し
み
企
画

◆
将
棋
に
挑
戦
！
◆

日
時　

１
月
６
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
半

場
所　

市
児
童
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　

小
学
生
（
は
じ
め
て
の
方
）

受
付
期
間　

12
月
15
日
（
水
）
〜

講
師　

峯
浦
房
好
さ
ん

◆
囲
碁
っ
て
オ
モ
シ
ロ
イ
！
◆

日
時　

１
月
７
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時
半

場
所　

市
児
童
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　

小
学
生
（
は
じ
め
て
の
方
）

受
付
期
間　

12
月
15
日
（
水
）
〜

講
師　

村
上
謙
吾
さ
ん

◆
わ
ん
ぱ
く
広
場
・
パ
ン
作
り
◆

　

パ
ン
作
り
を
通
し
て
食
へ
の
関

心
や
興
味
を
深
め
ま
す
。

日
時　

１
月
23
日
（
日
）

場
所　

一
心
堂
松
山
工
場
（
松
山
町
）

対
象　

小
学
生
25
人

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
マ
ス
ク
・
材
料
費

受
付
期
間　

１
月
15
日
（
土
）
〜

受
付
方
法　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
受

付
用
紙
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
）

問
い
合
せ
先　

市
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
３
３
０
３

期間中、市税など口座振替を新たに申込み
いただいた方に　もれなくプレゼント贈呈！！

　市税・市料金の口座振替は、便利・確実･安全しかも環境にやさしい納
付方法です。
　そこで市では、平成22年度を『口座振替推進強化年』として定め、キャ
ンペーン期間（Ｈ23年3月31日まで）中に、口座振替手続きを完了し、金
融機関窓口から交付される『手続きの控え』を、市税務課、網津支所およ
び網田支所のいずれかに持参された方に、もれなく『あじさいの湯入湯券』
か『ゴミ袋１巻』（いずれか１点）を進呈します。

● 対象となる口座振替には何がありますか？

　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保

険税・軽自動車税）、上下水道・簡易水道料、

市営住宅使用料、介護保険料、後期高齢者保

険料です。

※プレゼントは期間中初回の申請分のみ。

● 口座振替手続きは、どこで出来ますか？

　市内の肥後銀行、熊本ファミリー銀行、

●●●●●●　　　　　　　　　　●●●●●●

ＪＡうき支所・出張所、信用組合、信用金庫、

労働金庫およびゆうちょ銀行の各窓口です。

● 口座振替手続きには、何が必要ですか？

　　引き落とす通帳と通帳印を持参ください。

● その他留意事項は？

　既に口座振替している市税又は市料金、および

申込依頼書に不備がある場合は対象外です。

問い合せ先　市税務課収納係☎㉒ 1111（内線 2144）

便利
です
！

安全
です
！

確実
です
！

Ｑ＆Ａ
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特設人権相談所

日　　時　１月25日（火）　午後１時～午後４時
場　　所　市福祉センター
相 談 員　宇土市の人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題、その他
問い合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320　
　　　　　市総務課パートナーシップ推進係
　　　　　☎㉒1111（内線2209・2219）

身近な行政相談

日　　時　12月22日（水）、１月12日（水）　
　　　　　午前10時～午後３時
場　　所　市福祉センター２階会議室
相 談 員　専門の行政相談委員がお受けします
問い合せ先　市総務課パートナーシップ推進係☎㉒
　　　　　1111（内線2209・2219）

司法書士無料相談日

日　　時　12月16日（木）　午後１時～午後４時
　　　　　※電話相談はできません。
場　　所　市勤労青少年ホーム１階・市消費生活センター
問い合せ先　市商工観光課☎㉒1111（内線2321）

市消費生活センター

日　　時　月・火・水・金曜日（祝日の場合休み）　
　　　　　午前 10時～午後３時
場　　所　市勤労青少年ホーム１階・市消費生活センター
相談方法　直接来て相談されるか、電話相談もＯＫ！
問い合せ先　☎㉒ 1111（内線 2323）

秘密は厳守します。 無料相談

宇土市消費生活センター
悪質な「訪問販売によるリフォーム工事」ト
ラブルが再び増加へ

消費者トラブル注意報

　消費者を不安にさせて、高額な契約を急がせます。

業者の言いなりになって契約すると、屋根工事、外

壁工事、風呂工事、床下補強工事と次々に高額な契

約をさせられることもあります。工事を依頼するか

どうかは、手間と時間をかけて十分検討しましょう。

　訪問販売の場合、工事の開始後でも、クーリング・

オフ期間内であれば解約できます。

突然訪問してきた業者が！
地震に耐えら
れるだけの強
度が無い

お宅の家は危
ないところが
ある

雨漏りし
ています
よ

今なら無料
で検針中で
すよ ！

床下が湿気で
カビだらけで
す。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

餅
つ
き
大
会
を
開
催

日
時　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
〜

場
所　

「
道
の
駅
」
宇
土
マ
リ
ー
ナ

物
産
館

　

新
米
の
も
ち
米
60
㎏
を
生
産
者

と
参
加
者
で
一
緒
に
餅
を
つ
き
ま

す
。
家
庭
で
行
う
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
を
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
集
ま
っ

た
お
金
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
贈
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

宇
土
マ
リ
ー
ナ
物

産
館
☎
㉗
１
７
８
８

　多重債務者の問題は、家庭崩壊、犯罪や自殺など
につながるケースも多く、深刻な社会問題となって
います。
　県では、多重債務者対策の実績を持つ「グリーン
コープ生活協同組合くまもと」に委託し、面談によ
る家計診断・生活指導や、債務整理後の生活再生中
に発生した臨時的な生活資金に対する貸付など、債
務整理から生活再生までの一貫した支援を行います。
相談窓口　グリーンコープ生活協同組合くまもと　
　　　　    ☎096（243）2100
問い合せ先　県消費生活センター☎096（383）0999
　　　　　市消費生活センター（商工観光課）
　　　　　☎㉒1111（内線2321）

多重債務者の生活再生支援について

犯罪被害者支援相談窓口の開設について
　犯罪の被害に遭うこと、ご家族
の方が犯罪に巻き込まれるという
ことは、大変つらく、悲しいこと
です。
　被害に遭ったあとは、さまざま
な手続きが必要となる場合があり
ますし、今後の生活への不安を感
じたりすることもあります。
　市では、犯罪被害者支援相談窓口を設置しまし
た。気軽にご相談ください。
【宇土市・犯罪被害者支援窓口】
市総務課パートナーシップ推進係☎㉒ 1111
受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　（土日・祝日を除く）

【宇城警察署・犯罪被害者支援窓口】
総務課総務係☎33 0110
受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　（土日・祝日を除く）

昨年の様子
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Ｕ
Ｔ
Ｏ
ガ
イ
ア
Ｆ
Ｃ

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

　

サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
大

好
き
な
子
ど
も
た
ち
、
集
ま
れ
！！

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
10
日
（
祝
）　

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

境
目
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象　

幼
児
〜
小
学
２
年
生
の
男
女

参
加
費　

無
料

問
い
合
せ
先　

Ｕ
Ｔ
Ｏ
ガ
イ
ア
Ｆ

Ｃ
事
務
局
・
中
村
☎
０
９
０
（
７

１
５
０
）
１
８
８
６

宇
土
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

創
立
25
周
年
記
念
事
業

　

熱
気
球
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
係
留
に
よ
る
体
験
試
乗
で
す
。

日
時　

１
月
22
日
（
土
）　

午
前

７
時
〜
10
時

場
所　

宇
土
マ
リ
ー
ナ

参
加
費　

無
料　

※
抽
選
で
50
人

限
定
。

申
込
期
限　

１
月
５
日
（
水
）

申
込
方
法　

住
所
、
名
前
、
年
齢
、

連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
官
製
は

が
き
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
先　

宇
土
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
白
石
（
月
・

木
の
み
）　

〒
８
６
９

－

０
４
５
１

宇
土
市
北
段
原
町
33
番
地　

☎
㉔

５
８
２
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
５
８
３
８

異
業
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
昔
＝
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

日
時　

12
月
15
日
（
水
）　

午
後

６
時
〜
午
後
９
時

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

内
容　

第
１
部
「
江
戸
時
代
の
生

活
様
式
」

小
西
御
膳
弁
当
試
食
会　

※
要
予
約

第
２
部
「
私
た
ち
に
で
き
る
エ
コ

生
活
を
学
ぶ
」

第
３
部
「
歴
史
と
環
境
学
の
共
有
」

参
加
費　

無
料　

申
込
み
・
問
い
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
青
年
協
議
会
・
上
村
☎
０
９

０
（
３
３
４
４
）
０
２
４
４

九
州
一
周
駅
伝
で

市
内
選
手
が
活
躍 

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
7
日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
「
第
59
回
西
日
本

各
県
対
抗
九
州
一
周
駅
伝
競
走
大

会
」
に
、
県
代
表
と
し
て
野
間
拓

哉
選
手
と
三
輪
翔
太
郎
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
長
崎
市
か
ら
福

岡
市
ま
で
の
72
区
間
（
１
０
５
６
・

６
㎞
）
を
10
日
間
を
か
け
襷
を
つ

な
ぐ
世
界
最
長
の
駅
伝
大
会
で
、

野
間
選
手
は
２
日
目
の
佐
世
保
〜

佐
賀
な
ど
３
回
出
走
。
三
輪
選
手

は
４
日
目
の
熊
本
〜
水
俣
な
ど
３

回
出
走
し
、
両
選
手
と
も
に
力
走

を
見
せ
ま
し
た
。

秋
季
花
園
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
の
６

日
間
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
秋
季
花
園
地
区
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
14
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Ａ
ク
ラ
ス　

優
勝　

上
古
閑
愛
球
会

準
優
勝　

百
合
ヶ
丘

Ｂ
ク
ラ
ス　

優
勝　

松
山
ク
ラ
ブ
O
B

準
優
勝　

古
保
里
愛
球
会

県
子
ど
も
会
大
会
で

　
　

優
良
子
ど
も
会
表
彰

　

10
月
31
日
、
八
代
市
で
開
催
さ

れ
た
第
48
回
熊
本
県
子
ど
も
会
大

会
で
、
笹
原
子
ど
も
会
が
優
良
子

ど
も
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
子
ど
も
会
の
メ
ン
バ
ー
は
28

人
。
発
足
当
時
か
ら
長
年
継
続
し

て
い
る
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
奉

仕
活
動
、
高
齢
者
と
の
交
流
活
動

な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
の
湯
「
秋
祭
り
」

　

10
月
27
日
、
市
健
康
福
祉
館
あ

じ
さ
い
の
湯
で
「
秋
祭
り
」
が
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。
網
津
保
育
園
児
の

力
強
い
太
鼓
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
、

日
本
舞
踊
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
催

し
物
で
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
の
２
月
に
は
緋

寒
桜
ま
つ
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

野間選手三輪選手

園児も頑張りました 笹原子ども会の皆さん
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第
10
回
市
長
杯
争
奪

市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
結
果

　

11
月
７
日
、
市
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
10
回
市
長
杯
争
奪
市

民
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、

20
チ
ー
ム
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

住
吉
む
つ
ご
ろ
う
ど
ん

２
位　

住
吉
２
０
１
０

３
位　

よ
し
も
と
工
業

地
域
み
ん
な
で
守
り
抜
こ
う

船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

11
月
７
日
、
船
場
川
川
岸
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
、
地
域
住

民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
各
団
体

が
加
わ
る
船
場
川
十
年
後
委
員
会

（
丸
目
誠
一
委
員
長
）
の
呼
び
か

け
で
毎
年
、
年
に
２
回
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
も
地
域
住
民
の
他
に
鶴
城

中
学
校
や
宇
土
中
学
校
、
宇
土
高

校
の
生
徒
ら
が
参
加
し
、
ご
み
拾

い
や
除
草
作
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

秋
季
宇
土
市
民

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

11
月
４
日
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
ク
ラ
ブ
で
秋
季
宇
土

市
民
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、

１
０
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優
勝　

北
村
剛
一
（
松
山
町
）

２
位　

塘
添
勇
市
（
走
潟
町
）

３
位　

園
田　

茂
（
石
橋
町
）

レ
デ
ィ
ス
優
勝　

西
尾
以
喜
子

（
神
馬
町
）

第
10
回
全
九
州
空
手
道

サ
ン
ガ
大
会
結
果

　

10
月
31
日
、
益
城
町
で
第
10
回

全
九
州
空
手
道
サ
ン
ガ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
拳
和
会
宇
土
道
場
の
皆

さ
ん
が
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
幼
児
の
部
】
優
勝　

中
川
功
大

２
位　

小
﨑
隆
誠　

３
位　

杉
本
光
彩

【
小
２
の
部
】　

３
位　

長
木
清

あ
じ
さ
い
の
湯
で
消
防
訓
練

　

11
月
10
日
、
市
健
康
福
祉
館
あ

じ
さ
い
の
湯
で
消
防
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら

優勝した住吉むつごろうどんの皆さん

熱心に取り組む参加者たち

の
出
火
を
想
定
し
、
非
常
ベ
ル
が

鳴
る
と
職
員
が
来
館
者
を
館
外
に

避
難
誘
導
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
消
防
署
職
員

か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

自
由
な
発
想
を
作
品
に

県
科
学
展
・
発
明
工
夫
展
で
入
賞

　

11
月
４
日
、
熊
本
市
立
博
物
館

で
第
70
回
県
科
学
研
究
物
展
示
会

（
科
学
展
）
と
第
45
回
県
発
明
工

夫
展
の
審
査
が
行
わ
れ
、
鶴
城
中

学
校
（
沖
村
徹
校
長
）
と
網
田
中

学
校
（
岩
村
浩
一
校
長
）
の
生
徒

の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
科
学
展
】
熊
日
ジ
ュ
ニ
ア
賞　

小
夏
広
大
く
ん
（
鶴
城
中
１
年
）

「
宇
土
半
島
の
地
質
と
古
環
境
・

万が一のために

左から上野里彩子さん、
船田利恵さん、前田ひかるさん

受賞した小夏広大くん

そ
の
１
」

【
発
明
工
夫
展
】

県
賞　

船
田
利
恵
さ
ん
（
網
田
中
２
年
）

「
ハ
カ
れ
る
ハ
サ
ミ
」

県
発
明
協
会
会
長
奨
励
賞

前
田
ひ
か
る
さ
ん
（
網
田
中
３
年
）

「
野
鳥
の
食
卓
」

Ｋ
Ｋ
Ｔ
賞　

上
野
里
彩
子
（
網
田
中
３
年
）

「
お
じ
ゃ
ま
し
マ
ッ
ト
」

拳和会宇土道場の皆さん
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受賞した大久保武さん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

こ
の
た
び
10
月
18
日
の
「
統
計

の
日
」
を
記
念
し
て
、
農
林
水
産

大
臣
か
ら
大
久
保
武
さ
ん(

恵
塚

町
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

　

緒
方
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
球

磨
郡
錦
町
一
武
中
学
校
に
教
諭
と

し
て
就
任
。
国
語
教
育
の
指
導
に

励
む
と
と
も
に
、
生
徒
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
、「
是
々
非
々
」

を
信
条
と
し
て
生
徒
に
接
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
不
知
火
中
学

校
や
鶴
城
中
学
校
に
配
属
さ
れ
、

玉
名
教
育
事
務
所
長
な
ど
を
歴

任
。
鶴
城
中
学
校
長
だ
っ
た
平
成

９
年
に
退
職
を
迎
え
た
後
も
市
教

育
委
員
長
な
ど
を
務
め
、
教
育
行

政
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
は「
今
回
の
受
章
は
、

多
く
の
先
輩
や
同
僚
、
後
輩
、
そ

し
て
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

輝
い
て
る
ね

輝
い
て
る
ね

輝
い
て
る
ね

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

秋
の
叙
勲
を
受
賞

　

前
田
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
陸

上
自
衛
隊
第
八
特
科
連
隊
に
配

属
。
主
に
大
砲
の
射
撃
指
示
や
支

援
活
動
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
７
月
の
天
草
上
島
地

域
の
大
水
害
で
は
１
週
間
に
わ
た

り
行
方
不
明
者
の
捜
索
す
る
な

ど
、
国
民
の
安
全
を
守
る
た
め
38

年
間
業
務
に
取
組
み
、
健
軍
業
務

隊
輸
送
班
長
だ
っ
た
平
成
19
年
に

退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、「
上
司
や
同
僚
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
や
家
族
に

支
え
ら
れ
て
の
受
章
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
受
章
を
機
に
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
役
に
立
つ
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
昭
和
44
年
に
宇
土

消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
年
に

起
き
た
戸
口
町
で
の
大
規
模
火
災

な
ど
あ
ら
ゆ
る
困
難
な
消
防
業
務

に
従
事
し
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
、
宇
城
広
域
消
防
本

部
発
足
後
も
宇
城
地
域
の
住
民
の

大
切
な
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
取
り

組
み
、
平
成
11
年
の
台
風
18
号
に

よ
る
不
知
火
町
高
潮
対
策
で
も
尽

力
さ
れ
、
消
防
監
を
最
後
に
平
成

14
年
に
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章

は
、
指
導
い
た
だ
い
た
上
司
や
同

僚
、
後
輩
の
お
か
げ
で
す
。
家
族

と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

緒方　勇さん
（古城町）

髙山　正辰さん
（神合町）

前田　寛さん
（神合町）

た
。
大
久
保
さ
ん
は
20
年
間
に
わ

た
り
農
業
経
営
統
計
調
査
に
協
力

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ．お仕事は？

Ａ．（有）ハートフルで働いています。

Ｑ．自分の長所は？

Ａ．元気なところ、明るいところ。

Ｑ．趣味は？

Ａ．サッカーなど体を動かすこと。 

Ｑ．理想のタイプは？ 

Ａ．笑顔がかわいい人。

Ｑ．「伝えたい一言」とその相手は？

Ａ．友だちへ。「いろいろ迷惑をかけて、すみません…。

これからもよろしく」

Ｑ．次は誰を？

Ａ．林田政宏さんを

三村和人 さん
（松原町）

◇
瑞
宝
双
綬
章
を
受
章

◇
瑞
宝
単
綬
章
を
受
章

◇
瑞
宝
単
綬
章
を
受
章
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元気いっぱい宇土っ子

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp

62

● 交通安全講習会と原付バイク講習会　
　11月 2日、交通安全講習会を実施しました。この講習会は、高

校生全学年を対象としたもので、熊本南自動車学校から講師を招

き、平成 21年度の事故の発生状況や自転車乗車のルールなどにつ

いて講和いただき、交通事故に関するDVDを鑑賞しました。

　また 27 日には、原付バイク通学生 20 人を対象に熊本南自動車

学校で実技講習会を実施。自動車学校での実技指導を受けること

で、運転技術の向上と交通安全についての認識を高め、交通事故防

止に努める決意をしました。

　掲載希望の方（３歳ま

で）は誕生月の前月５日

（５日が休日の場合は前

日）までに市役所企画課

広報電算係に申込んでく

ださい。応募多数の場合

は、抽選になります（過

去に掲載されていない方

を優先します）。
問い合せ先　市企画課広
報電算係　☎㉒ 1111（内
線 2206）

 松
まつかわ

川　昊
こうのすけ

之将ちゃん
（椿原町）

Ｈ20年12月４日生　２歳

 江
えぐち

口　仁
じんき

規ちゃん
（古城町）

Ｈ19年12月６日生　３歳

 黒
くろだ

田　結
ゆな

菜ちゃん
（松山町）

Ｈ19年12月20日生　３歳

● 船場川クリーン作戦に１２３人が参加！
　11月 7日、「船場川クリーン作戦」に中学生も含めて 123 人が

参加し、生徒たちは地域の人たちと交流を図りながら、清掃活動

に取り組みました。

　今回初めて参加したという益田くん ( 鶴城中出身 ･高２) は「今

回のクリーン作戦を通じて、いつも何気なく通る道が地域の人た

ちによって守られていることを実感するとともに、船場川は地域

のシンボルだと感じた。ボランティアの後も爽やかな気分で部活

に取り組むことができた。今後も機会があれば、参加していきたい」

と話しました。

申込み・問い合せ先　

市企画課広報電算係　

☎㉒ 1111（内線 2206・2207）

2011年版市民手帳

販売中です。

申込みは、

市企画課まで

お電話ください。
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国民健康保険被保険者の方へ

（新型インフルエンザ・季節性インフルエンザ混合3価ワクチン）

節目健診（１日人間ドック）再募集します！！

平成22年度インフルエンザ予防接種料金助成のご案内

　国民健康保険加入者で、平成 22年度中に 40 歳 ･45 歳 ･50 歳 ･55 歳・60歳・65歳になられる方を対象に、

節目健診（１日人間ドック）を実施しています。

　５年に一度の機会ですので、ぜひ受診しましょう。

対　象　者　国民健康保険加入者（受診日当日）で、平成 22年度中に下記節目年齢に到達する方

　・40歳…昭和 45年 4月 1日～昭和 46年 3月 31日生まれの方

　・45歳…昭和 40年 4月 1日～昭和 41年 3月 31日生まれの方

　・50歳…昭和 35年 4月 1日～昭和 36年 3月 31日生まれの方

　・55歳…昭和 30年 4月 1日～昭和 31年 3月 31日生まれの方

　・60歳…昭和 25年 4月 1日～昭和 26年 3月 31日生まれの方

　・65歳…昭和 20年 4月 1日～昭和 21年 3月 31日生まれの方

　　　　　　※ただし、受診希望者の属する世帯にかかる国民健康保険税を完納していること。また、今年４

月以降に、市が実施した他の健診を受診していないこと。

健診受診日　平成 23年１月～３月 31日

健 診 機 関　日赤熊本健康管理センター

申 込 期 間　12月 15日（水）～１月 14日（金）

　※土・日・祝日は受付できません。予定数を超えるなどの理由により、早めに締め切ることがあります。

申 込 方 法　下記の申込み先に備え付けの『申込書』を提出してください。なお、電話による申込みは受け付けません。

　※納税状況の確認や、市から健診機関に個人情報を提供すること、健診結果が健診機関から市へ報告される

　　ことについて同意のうえ、お申込みください。

検査項目・個人負担金　

特定健康診査（身体計測・血液検査・尿検査等）、胃がん検診（Ｘ線透視検査または内視鏡検査）、肺がん検診、

便潜血検査、腹部超音波検診など 35項目前後の検査

個人負担金

男 性 19,900 円

女 性　※甲状腺検査・乳がん検査・子宮がん検査を含む。
年齢条件なし　 ：乳房超音波　

50歳～ 65歳の方：乳房超音波＋マンモグラフィ 1方向　

40歳～ 45歳の方 : 乳房超音波＋マンモグラフィ 2方向

20,990 円
23,660 円
24,710 円

※健診費用の残りは市が助成します。上記の個人負担金を健診当日に健診機関に直接お支払いください。胃検

査の内視鏡（胃カメラ）を選択された場合は、別途 5,250 円かかります。また、オプション検査を希望される

場合、その費用は全額自己負担となります。詳細は、健診機関まで問い合せください。

申込み・問い合せ先　市保険課国民健康保険係☎㉒ 1111（内線 2167）　網田支所☎㉗ 1111　網津支所☎㉔ 2311

　市では、下記の方に対して接種料金の一部を助成します。

年齢区分 市民税課税世帯 生活保護世帯・市民税非課税世帯

中学生以下
13歳未満

１回目 2,200 円まで
２回目 1,550 円
※２回目を１回目と異なる医療機関で接種
した場合は 2,200 円まで

１回目 3,900 円まで
２回目 2,750 円、
※２回目を１回目と異なる医療機関で接種
した場合は 3,900 円まで

13 歳以上 １回目のみ 2,200 円まで １回目のみ 3,900 円まで

65 歳以上 １回目のみ 2,200 円まで １回目のみ 3,900 円まで

その他の年齢 補助なし １回目のみ 3,900 円まで

【接種期間】インフルエンザの流行を勘案すると 12月

までに接種することが推奨されています。

【申込み】    各市内協力医療機関の窓口

【実施医療機関】広報うと10月号に掲載していますが、

既に接種を終了しているところもありますので、事前

に医療機関へ問い合せください。

＊市外の医療機関で接種される方で、補助金助成の申

請をされる方は、接種の前に保健センターにて手続

きが必要です。

＊原則として 13 歳未満の方は 2回接種、13 歳以上

の方は 1回接種です。13 歳以上で 2回接種を希望

される方は 1回目分のみ助成し、2回目分の助成は

ありません。

問い合せ先　市保健センター☎㉒ 2300
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市保健センター告知板

各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 場所 受付時間 対象・その他

12/13 5歳児健康診査（前半）

宇

土

市

保

健

セ

ン

タ

ー

午後１時～
１時１５分

17年11月生まれ
（前半）

12/15 1歳 6カ月児
健康診査 21年5月生まれ

12/16 3 歳児健康診査 19年11月生まれ

12/20 5歳児健康診査（後半）
17年11月生まれ
（後半）

12/22 すくすく学級 午前9時15分
～ 9時30分 22年10月生まれ

H23
1/6 3カ月児健康診査 午後１時～

1時15分 22年9月生まれ

1/11 幼児歯科教室 午前9時
～ 9時15分 21年9月生まれ

1/12 6カ月児健康診査 午後１時
～１時１５分 22年6月生まれ

1/13 ぴかぴか教室 午前9時
～ 9時15分 20年12月生まれ

1/17 5歳児健康診査（前半）

午後１時
～１時１５分

17年12月生まれ
（前半）

1/19 1歳 6カ月児
健康診査 21年6月生まれ

1/24 5歳児健康診査（後半）
17年12月生まれ
（後半）

日曜・祝日当番医
月日 病・医院名 電話

12/19
松田内科循環器科クリニック（三拾町）

草場医院（松原町）

12/23
宇土中央クリニック（浦田町）

田山産科婦人科医院（入地町）

12/26
尾崎医院（本町 1丁目）

もろが整形外科医院（旭町）

12/29

小田医院（上網田町）

金森医院（本町 6丁目）

松田内科循環器科クリニック（三拾町）

吉窪内科放射線科医院（入地町）

尾崎医院（本町 1丁目）

石垣医院（浦田町）

近藤クリニック（松山町）

宇土中央クリニック（浦田町）

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

𠮷野整形外科（高柳町）

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）

くまもと心療病院（松山町）

本多胃腸科内科医院（浦田町）

もろが整形外科医院（旭町）

母子手帳の交付
　妊娠がわかったら、住民票がある市町村で母子手帳の

交付を受けましょう。

交 付 日　12月14日（火）・21日（火）・28日（火）

　　　　　1月4日（火）・11日（火）・18日（火）・25日（火）

受付時間　午前10時～10時15分

　　　　　（交付には1時間程度かかります）

内　　容　妊娠中の生活について、保健師・管理栄養

　　　　　士からの説明

　　　　　＊日程など、都合の悪い方は相談ください。

健康相談をご利用ください
　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を行っ

ています。赤ちゃんから高齢者の方まで、どなたでも

利用できます。気軽にご利用ください。

受付時間　午前９時～ 11時

（事前に電話での予約が必要です。☎㉒2300）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・栄養相談など

※その他、健康に関することで相談したいことがある

方は相談ください。

12/30

上野小児科医院（城之浦町）

吉田耳鼻咽喉科医院（浦田町）

吉窪内科放射線科医院（入地町）

尾崎医院（本町1丁目）

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）

本多胃腸科内科医院（浦田町）

12/31
小田医院（上網田町）

本多胃腸科内科医院（浦田町）

1/1 金森医院（本町6丁目）

1/2 松田内科循環器科クリニック（三拾町）

1/3 福田医院（本町３丁目）

1/9
石垣医院（浦田町）

くまもと心療病院（松山町）

1/10
吉窪内科放射線科医院（入地町）

高浜医院（城之浦町）

1/16
近藤クリニック（松山町）

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）

1/23
上野小児科医院（城之浦町）

𠮷野整形外科（高柳町）

（診療時間：午前 9時～午後 5時）
＊当番医は変更になる場合があります。
　県救急医療情報システムのホームページ（http:
//www.qq.pref.kumamoto.jp/qq/men/qqtpmenult.
aspx）で確認するか、宇城消防署（☎㉒ 0554）
に問い合せてください。

記事に関する問い合せは、市保健センター　☎㉒ 2300まで
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38,418人　  （ －　   19人）

18,445 人　  （ －      6 人）

19,973人　   （ －　 13人）

14,066 世帯  （ －  5 世帯）

　　　  　　 （　）内は前月比

平成
22年 1月1日から 平成22年 11月30日まで

発生件数  227 件  （－ 15 件）

死 者 数　　0人  （－   2 人）

負傷者数　307人  （－ 30人）

　　　　　　     （　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市の木
きんもくせい

市の花
あじさい

市の鳥
メジロ

　

11
月
21
日
、
市
役
所
裏
の
市
民

広
場
で
「
宇
土
市
産
業
祭　

わ
い

わ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
や
イ

ベ
ン
ト
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
市
商
工
会
、
J
A
熊

本
う
き
、
網
田
・
住
吉
漁
業
協
同

組
合
、
市
商
店
会
な
ど
の
委
員
か

ら
な
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
会
場
に
は
地
元
商
店
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
元
の
新

鮮
な
農
産
物
や
海
産
物
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
出
店
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
テ
レ
ビ

で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン
ト
・
山

内
要
さ
ん
が
司

会
を
務
め
楽
し

く
進
行
。
初
め

に
、
ひ
か
り
保

育
園
と
あ
り
あ

け
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
ち

び
っ
子
太
鼓
を

披
露
。
毎
年
恒

例
の
赤
ち
ゃ
ん

ハ
イ
ハ
イ
競
争

大
会
や
商
工
宣

隊
ウ
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

の
ほ
か
、
今
回

新

た

に
「

カ

レ
ー
大
食
い
大

会
」
や
「
大
声

競
争
」
も
行
わ

れ
、
観
客
か
ら

は
「
頑
張
れ
」

と
い
う
声
援
も

飛
び
出
し
、
会
場
は
大
い
に
沸
き

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ト
カ
ー
や
白

バ
イ
、
消
防
車
の
展
示
・
乗
車
体

験
も
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
エ

　

表
紙
の
写
真
は
、
宇
土
市

産
業
祭
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
で
行
わ
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
ハ
イ
ハ
イ
競
争
の
様
子
で
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

の
気
を
引
こ
う
と
、
ぬ
い
ぐ
る

み
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
手

に
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
る
も

の
の
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
泣
き

出
し
た
り
、
途
中
で
止
ま
っ
て
し

ま
う
赤
ち
ゃ
ん
が
続
出
。
観
客

か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
。
今

年
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん

な
１
年
で
し
た
か
？

　

今
月
号
の
２
・
３
頁
「
２
０

１
０
年
宇
土
市
10
大
ニ
ュ
ー

ス
」
を
考
え
な
が
ら
、
今
年

は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
取
材
に
行

き
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出

会
え
た
こ
と
を
思
い
返
し
ま
し

た
。
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

来
年
も
「
元
気
な
宇
土
」
を

紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
広
報
う
と
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

（
Ｎ
）

広報うとは環境保護印刷
「水なし印刷」で印刷しています。

再生紙を使用しています。

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 22 年 12 月１日現在

［大声競争］力いっぱい叫ぶ子どもたち 3杯目の激辛カレーに悪戦苦闘

今年も多くの方が来場

ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
大
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
方
が
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

元気ある宇土市をつくろう
～市産業祭　わいわいフェスタ２０１０～


